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経常収支対GDP比

通貨騰落率

アジア通貨の騰落率と各国の経常収支対GDP比（％）

■アジア4カ国の通貨（インドネシア、タイ、フィリピ
ン、インド）は、2013年10月以降、対円で緩やか
な上昇傾向にあります。各国の経常収支の改善
傾向や、世界的な緩和的金融環境などが要因と
見られます。 

■EPFRグローバルによると、アジア新興国の株式
ファンドへの世界の投信マネーは、今年6月に流
入傾向へ転じた後、8月に入って流入の加速が
見られます。こうした動きは通貨の上昇要因のひ
とつと見られます。 

外需の回復などが支え対円で底堅い推移へ 

2014年8月14日 

（No.1,934）〈マーケットレポートNo.3,737〉 

アジア通貨（4カ国）の現状と見通し 

■インド、インドネシアでは新政権による経済構造
改革の進展や経常収支とインフレの改善が、タイ
では軍政移行後の経済の安定化が、それぞれ
通貨のプラス要因となる見込みです。 

■アジア4カ国の外貨準備は増加傾向にあり、外
貨不足への懸念を和らげることから、通貨の安
定化要因です。 

2014年07月30日【キーワード No.1,381】マレーシア利上げ後のアジア新興国の金融政策（アジア） 
2014年07月25日【キーワード No.1,378】「世界の投信マネー」はアジア株式ファンドへ（グローバル） 

対円で上昇傾向 
株式市場への資金は流入傾向が

強まり、通貨の上昇要因に 

経済構造改革の進展に期待 

外貨準備の増加は安定化要因 

アジア通貨は外需回復と日銀の金融緩和により対円で底堅い推移へ 

（注）データ期間は2010年1月～2014年7月の各月末値。 
    各国通貨の対円レートの各月末値を2010年1月＝100として指数化。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成  

（注）経常収支対GDP比は2013年10-12月期と2014年1-3月期の平均値。 
     通貨騰落率は2014年7月の対円レート（月末値）の前年同月比。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成  

■米国経済の回復、中国経済の安定化により、ア
ジア4カ国の経常収支の改善が見込まれます。こ
れはアジア通貨を支える要因のひとつとなりそう
です。 

■日銀の強力な金融緩和の継続も、対円でのアジ
ア通貨の上昇要因と見られます。 

■米国で早期に利上げが実施される場合は、アジ
ア通貨の波乱要因と思われます。ただし、外貨
準備の増加が通貨への不安を緩和することから、
影響は限定的にとどまりそうです。 

http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/1238579_1982.html
http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/1238422_1982.html

